


師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
）
は
、
令
和
２

年
６
月
15

日
（
月
）
か
ら
21

日
（
日
）
ま
で

の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）
及
び
青

野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、
第
７

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
及
び

第
３
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

三
宅
１
佐
）

に
対
し
、
令
和
２
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
師
団
の
陣
地
防
御
を
想
定

し
た
内
容
で
、
受
閲
部
隊
で
あ
る
第
７
普
通
科

連
隊
及
び
第
３
後
方
支
援
連
隊
の
練
度
を
評
価
・

判
定
す
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
進
歩
・
向
上
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

訓
練
開
始
式
の
訓
示
に
お
い
て
、
検
閲
官
（
師

団
長

梶
原
陸
将
）
は
、
「
各
人
の
責
務
を
完

遂
せ
よ
」
及
び
「
基
本
・
基
礎
を
確
行
せ
よ
」

の
２
点
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
隊
及
び
隊
員
が
「
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て

き
た
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
与
え

ら
れ
た
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
」

と
述
べ
、
各
受
閲
部
隊
を
激
励
し
た
。

ま
た
、
訓
練
検
閲
の
開
始
に
先
立
ち
師
団
統

制
に
よ
る
隊
容
検
査
及
び
基
本
・
基
礎
動
作
の

練
度
確
認
を
行
い
、
作
戦
開
始
前
の
各
部
隊
の

準
備
状
況
を
確
認
し
た
。

状
況
開
始
に
先
立
ち
、
第
７
普
通
科
連
隊
長

は
、
「
ゴ
ー
ス
ト
ウ
ル
フ
と
な
り
、
や
る
べ
き

こ
と
を
創
意
を
も
っ
て
徹
底
的
に
実
行
せ
よ
。
」
、

ま
た
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
長
は
、
「
勝
て
」

を
要
望
事
項
と
し
て
訓
示
し
、
隊
員
の
士
気
を

鼓
舞
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
状
況
間
に
お
い
て
雨
天
・

晴
天
と
変
化
に
富
ん
だ
天
候
と
な
っ
た
が
、
各

部
隊
は
、
連
隊
長
を
核
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
丸

と
な
っ
て
困
難
な
環
境
を
克
服
し
、
５
夜
６
日

に
わ
た
る
一
連
の
状
況
下
に
お
い
て
、
与
え
ら

れ
た
任
務
を
見
事
に
完
遂
し
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１３１号 ２０２０年（令和２年） ６月

第３後方支援連隊長（三宅１佐）

集結地への戦車回収車誘導

人員点検（背のう入れ組品）

重機関銃の機能点検

掩蓋材の運搬

弾薬運搬を行う輸送隊故障した発電機の修理補給隊による燃料集積所変換

衛生隊指揮所の構築



２ ３ 師 団 だ よ り 第１３１号 ２０２０年（令和２年） ６月

携帯地対空誘導弾による対空戦闘 中隊指揮所の構築

個人携帯対戦車弾による対機甲戦闘 火力調整所における射撃指揮１２０㎜迫撃砲射撃陣地

第７普通科連隊長（小野田１佐）

集結地の安全化

掩体の構築

鉄条網による障害構成

第７普通科連隊 作戦会議（連隊本部）連隊長は後列左から３人目 検閲官 梶原陸将



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３１号 ２０２０年（令和２年） ６月

師
団
は
、
師
団
司
令
部

第
３
部
長
（
高
橋
１
佐
）

を
訓
練
担
任
官
と
し
て
、

令
和
２
年
５
月
27
日
及
び

６
月
３
日
、
千
僧
駐
屯
地

（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
新
隊
員
特
技

課
程
基
幹
要
員
集
合
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
新
隊
員
特

技
課
程
の
指
導
者
と
な
る

教
官
、
助
教
等
の
要
員
を

対
象
に
行
い
、
新
隊
員
教

育
に
関
す
る
専
門
知
識
・

技
能
を
修
得
さ
せ
、
特
技

課
程
教
育
の
質
的
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
。

基
幹
要
員
38
名
は
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
服
務
、

法
務
、
衛
生
、
安
全
管
理

等
の
教
育
及
び
に
体
育
並

び
に
射
撃
訓
練
指
導
法
に

つ
い
て
学
び
、
７
月
か
ら

の
教
育
に
備
え
た
。

こ
の
際
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
と
し
て
、
テ
レ
ビ
会
議

を
活
用
し
、
遠
隔
地
の
隷

下
部
隊
と
同
時
に
訓
練
を

実
施
し
て
認
識
の
統
一
を

図
っ
た
。

師団最先任上級曹長 松永准尉による教育

射撃訓練指導法

体育訓練指導法

師
団
は
、
令
和
２
年
６
月

１
日
、
千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫

県
）
に
お
い
て
、
第
１
回
文

書
特
技
検
定
を
実
施
し
た
。

文
書
特
技
検
定
は
、
部
隊

に
お
け
る
行
政
文
書
管
理
業

務
を
担
当
す
る
隊
員
が
、
そ

の
特
技
を
取
得
す
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
、
合
規
適
正

な
行
政
文
書
の
取
り
扱
い
に

習
熟
す
る
た
め
、
近
年
受
検

す
る
隊
員
が
増
加
の
傾
向
に

あ
る
。
今
回
は
第
３
師
団
の

隊
員
１
１
２
名
が
、
そ
れ
ぞ

れ
上
級
・
中
級
・
初
級
の
各

文
書
特
技
検
定
を
受
検
し
た
。

検
定
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
初
め
て
テ
レ
ビ
会
議
を

活
用
し
、
三
密
を
回
避
し
つ

つ
実
施
し
て
無
事
に
終
了
し

た
。

テレビ会議を使用した文書特技検定試験

第
３
偵
察
隊
（
隊
長

福
本
２
佐
）
は
、
令
和
２

年
６
月
14
日
（
日
）
及
び

17
日
（
水
）
、
東
富
士
演

習
場
（
静
岡
県
）
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
偵
察
警

戒
車
射
撃
訓
練
を
実
施
し

た
。本

訓
練
は
、
富
士
学
校

機
甲
科
部
が
行
う
学
生
教
育

の
支
援
に
合
わ
せ
て
計
画
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
偵
察
警

戒
車
の
射
撃
検
定
に
よ
り
そ

の
練
度
を
評
価
・
判
定
す
る

と
と
も
に
、
練
成
射
撃
を
実

施
し
て
、
そ
の
練
度
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
た
。

慣
れ
な
い
演
習
場
に
お

い
て
、
隊
員
達
は
気
持
ち

を
新
た
に
訓
練
に
臨
み
、

所
望
の
成
果
を
得
て
射
撃

訓
練
を
終
了
し
た
。

富士の裾野で射撃する８７式偵察警戒車

福知山駐屯地巡回演奏

第３音楽隊と師団長によるランチタイムコンサート

第７普通科連隊に対し、検閲前の激励演奏

第
３
音
楽
隊
（
隊
長

八
巻
１

尉
）
は
、
令
和
２
年
６
月
10
日

（
水
）
、
福
知
山
駐
屯
地
（
京
都

府
）
に
お
い
て
巡
回
演
奏
す
る
と

と
も
に
11
日
（
木
）
、
千
僧
駐
屯

地
に
お
い
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

第
３
音
楽
隊
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
演
奏
の
休
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
緊
急
事

態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、
三
密
回

避
の
対
策
を
と
り
つ
つ
活
動
を

再
開
し
た
。

特
に
、
千
僧
駐
屯
地
で
は
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
師
団

長

梶
原
陸
将
が
バ
イ
オ
リ
ン
を

演
奏
し
、
そ
の
腕
前
を
披
露
し
た
。

第
３
音
楽
隊
は
、
隊
員
の
士
気

高
揚
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
各
駐

屯
地
等
を
巡
回
演
奏
す
る
。



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３１号 ２０２０年（令和２年） ６月

第３特科隊第３中隊

３等陸曹 中村 朱里

今
回
は
、
第
３
特
科
隊
第
３
中
隊
に
所
属
す
る

中
村

朱
里
（
な
か
む
ら

あ
か
り
）
３
曹
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

中
村
３
曹
は
、
現
在
、
有
線
通
信
陸
曹
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
少
期
か
ら
続
け
て

き
た
「
空
手
」
で
培
っ
た
技
術
を
活
か
し
、
第
３

特
科
隊
の
拳
法
及
び
銃
剣
道
の
有
技
者
と
し
て
活

躍
し
て
お
り
、
師
団
で
一
番
精
強
な
女
性
自
衛
官

を
目
指
す
女
性
隊
員
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

「
自
衛
隊
」
と
い
う
組
織
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
興
味
を
持
ち
、
入
隊
を
決
意

し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

切
磋
琢
磨
し
合
え
る
上
司
、
先
輩
、
同
期
と

拳
法
等
の
訓
練
が
一
緒
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

中
部
方
面
大
会
で
個
人
戦
第
１
位
、
全
自
衛

隊
拳
法
選
手
権
大
会
で
個
人
戦
第
３
位
の
成
績

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

那
須
川
天
心
く
ん

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

映
画
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ
、
筋
肉
鑑
賞
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
優

勝
す
る
こ
と
で
す
。

第３高射特科大隊指揮情報中隊

３等陸曹 西村 洋平

第３７普通科連隊重迫撃砲中隊

１等陸士 武内 力哉

今
回
は
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
指
揮
情

報
中
隊
の
西
村

洋
平
（
に
し
む
ら

よ

う
へ
い
）
３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

西
村
３
曹
は
、
情
報
小
隊
に
所
属
し
、

低
空
レ
ー
ダ
班
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。訓

練
で
は
、
第
３
師
団
に
装
備
さ
れ
て

い
る
低
空
レ
ー
ダ
を
駆
使
し
、
目
標
の
捜

索
・
発
見
、
そ
の
情
報
を
指
揮
統
制
装
置

へ
伝
送
す
る
と
い
う
対
空
戦
闘
に
お
い
て

重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
姫
路
駐
屯
地
の
太
鼓
部
に
所
属

し
、
積
極
的
に
練
成
へ
参
加
す
る
と
と
も

に
、
駐
屯
地
内
外
で
の
広
報
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
の
外
出
自
粛
に
伴

い
、
姫
路
駐
屯
地
が
ス
ト
レ
ス
軽
減
施
策

と
し
て
実
施
し
た
太
鼓
演
奏
会
に
も
参
加

し
、
蓄
積
さ
れ
た
隊
員
の
ス
ト
レ
ス
発
散

に
貢
献
し
ま
し
た
。

服
務
面
に
お
い
て
も
、
営
内
班
長
と
し

て
班
員
の
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
陸

曹
候
補
生
を
目
指
す
隊
員
に
対
し
て
課
業

内
外
を
問
わ
ず
熱
心
に
指
導
を
行
い
、
３

名
の
陸
曹
候
補
生
を
育
成
し
ま
し
た
。

第３後方支援連隊補給隊

３等陸尉 宮崎 陽可竜

今
回
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊
に
所
属

す
る
宮
崎

陽
可
竜
（
み
や
ざ
き

ひ
か
る
）
３

尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

宮
崎
３
尉
は
、
将
来
を
見
据
え
た
人
材
育
成
に

日
々
励
む
、
誠
実
な
業
務
小
隊
長
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
入
校
時
期
は
。

Ａ

平
成
31
年
３
月
に
期
別
18
Ｂ
で
入
校
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
動
機
は
。

Ａ

防
衛
大
学
校
３
学
年
時
の
小
隊
指
導
教
官
に

憧
れ
自
分
も
、
こ
の
よ
う
な
幹
部
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

第
１
次
大
矢
野
訓
練
で
す
。
近
年
稀
に
み
る

豪
雨
の
中
で
の
分
隊
攻
撃
、
掩
体
構
築
、
歩
哨

及
び
有
線
構
成
等
を
実
施
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
在
の
業
務
は
。

Ａ

業
務
小
隊
長
と
し
て
、
師
団
管
内
の
部
隊
に

対
す
る
給
水
、
需
品
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
実
施
し

て
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

野
外
訓
練
な
ど
で
師
団
管
内
の
各
部
隊
に
対

し
て
各
種
補
給
支
援
を
実
施
し
、
結
果
が
作
戦

推
進
に
結
び
付
い
た
時
は
「
存
在
意
義
」
を
再

認
識
で
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

隊
員
の
心
情
把
握
で
す
。
一
人
一
人
と
向
き
合

い
、
掌
握
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
心
境
な
ど
変
化
は
。

Ａ

あ
り
ま
せ
ん
。
今
も
変
わ
ら
ず
後
方
支
援
の

重
要
性
を
日
々
意
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

先
ず
は
、
小
隊
長
が
自
ら
の
「
存
在
意
義
」

を
示
す
。
各
小
隊
員
に
つ
い
て
も
、
各
々
の
存

在
意
義
を
認
識
し
、
今
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
共
に
遂
行
し
よ
う
。

私
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊

の
武
内

力
哉
（
た
け
う
ち

り
き
や
）
１

士
で
す
。

私
の
趣
味
の
野
球
を
紹
介
し
ま
す
。

野
球
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
１
年
生
の

時
で
、
友
人
か
ら
の
誘
い
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
か
ら
投
手
と
し
て
プ
レ
ー
し
、

中
学
生
の
頃
に
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
も
入
り
、

関
西
の
選
抜
チ
ー
ム
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

高
校
時
代
に
は
、
念
願
の
甲
子
園
に
出
場

し
、
大
学
ま
で
野
球
を
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。

野
球
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
「
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
、
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
重
要
性
」
で
す
。

現
在
、
自
衛
官
と
し
て
日
々
訓
練
し
て
い

く
中
で
、
こ
の
「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
」
、
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
」
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
上
司
・
先
輩
の
お
誘
い
に
よ
り

野
球
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
中
隊
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
、
様
々
な
人
と
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
新
た
な
隊
員
を
誘
い
、
引
き
続
き

野
球
を
愛
し
、
訓
練
に
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も
、
女

性
自
衛
官
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
、

お
願
い
し
ま
す
。

西
村
３
曹
は
、

第
３
高
射
特
科

大
隊
指
揮
情
報

中
隊
を
支
え
る

「
良
き
兄
貴
」

の
一
人
と
し
て
、

更
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま

す
。

低空レーダ班長として
命令下達

ぜ
ひ
、
み
な

さ
ん
も
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、

楽
し
く
汗
を
流

し
て
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

高校時代の武内１士

💛



令和２年７月２３日（木）２４日（金） 開催予定

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

２

２ ひまわり祭り会場図

１

５ ３ 師 団 だ よ り 第１３１号 ２０２０年（令和２年） ６月

今
回
は
、
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
南
光
の
ひ
ま
わ
り
畑
を
紹
介
し
ま

す
。ひ

ま
わ
り
は
、
通
常
７
月
上
旬
頃
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
開
花
す

る
た
め
、
佐
用
町
南
光
で
は
町
内
６
地
区
の
開
花
時
期
を
ず
ら
し
て
種

ま
き
を
す
る
こ
と
で
長
期
間
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
畑
は
、
約
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
５
個
分
）
の
広

大
な
地
域
に
及
び
、
こ
こ
で
約
１
２
０
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
栽
培
さ
れ
、

見
頃
の
時
期
に
な
る
と
、
黄
色
の
絶
景
が
見
渡
す
限
り
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
畑
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
ひ
ま
わ
り
畑
の
迷
路
や
写
真
撮
影
を
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。

今
年
の
「
２
０
２
０
南
光
ひ
ま
わ
り
祭
り
」
は
、
7
月
18
日(

土)

か

ら
8
月
2
日(

日)

ま
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
お
出
掛
け
の
際
に
は
、
佐
用
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影
響
の
有
無
に
つ
い

て
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

３

○住 所 兵庫県佐用郡佐用町林崎８３９

○入 園 料 ２００円（小学生以下無料）

〇開園時間 ８時３０分から１７時まで

〇駐 車 場 ５００円（普通車）

〇Ｈ Ｐ http://www.town.sayo.lg.jp/

３ ひまわりの種から搾油した「ひまわり油」

１ 見渡す限りのひまわり畑

マメ

さ
よ
う
ち
ょ
う
な
ん
こ
う

詳細は、第３師団HPをご覧ください。

い
か
に
も
梅
雨
と
い
っ
た
天
気
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ふ

と
差
し
込
む
梅
雨
晴
れ
の
陽
差
し
の
中
に
、
夏
の
訪
れ
と
い

う
異
な
る
景
色
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
時
期
の
季
節
を
彩
る
風
物
詩
と
し
て
七
夕
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
織
姫
と
彦
星
の
物
語
は
有
名
で
す

よ
ね
。
こ
の
物
語
を
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
と
感
じ
る
人
が
い

る
一
方
で
、
異
な
る
視
点
か
ら
見
て
「
自
業
自
得
」
と
受
け

取
る
人
も
い
ま
す
。
今
回
は
有
名
な
童
話
の
マ
メ
知
識
の
紹

介
か
ら
、
こ
の
「
異
な
る
景
色
」
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

～

知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

～

〇
北
風
と
太
陽…

旅
人
の
マ
ン
ト
を
脱
が
す
勝
負
の
前
に
、

実
は
、
旅
人
の
帽
子
を
脱
が
す
勝
負
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

ち
ら
に
は
北
風
が
見
事
に
勝
利
を
収
め
て
い
ま
す
。
こ
う
な

る
と
「
強
制
よ
り
も
思
い
や
り
」
と
い
う
教
訓
が
「
適
切
な

手
段
の
選
択
」
に
早
変
わ
り
し
ま
す
ね
。

～

続
き
は
何
処
へ

～

〇
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん…

一
般
的
に
は
グ
リ
ム
版
が
浸
透
し
て

お
り
、
悪
い
オ
オ
カ
ミ
が
退
治
さ
れ
て
、
め
で
た
し
め
で
た

し
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
ペ
ロ
ー
版
で
は
、

な
ん
と
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
が
オ
オ
カ
ミ
に
食
べ
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
物
語
が
終
了
し
て
し
ま
い
ま
す
。
「
勧
善
懲
悪
」
の
物

語
が
「
知
ら
な
い
人
に
は
気
を
付
け
よ
う
」
と
い
う
防
犯
意

識
の
啓
発
の
よ
う
な
ホ
ラ
ー
に…

。

～

異
な
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

～

〇
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス…

食
事
の
お
礼
に
曲
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
、
い
わ
ゆ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
で
幕
を
閉
じ
る

は
ず
が
、
原
作
で
は
「
夏
は
歌
っ
た
の
だ
か
ら
、
冬
は
踊
れ

ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
、
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
彷

彿
さ
せ
る
印
象
的
な
台
詞
で
、
ア
リ
が
キ
リ
ギ
リ
ス
を
突
き

放
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
自
業
自
得
」
と
い
う
教
訓
の
側

面
が
色
濃
く
滲
み
出
ま
す
。

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
が
良
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
話
の
前
提
や
聞
き
手
の
取
り
方
で
、

話
の
風
景
が
全
く
変
わ
っ
て
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
私
達
は
、

皆
が
同
じ
知
識
や
経
験
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
普
段
何
気
な
く
会
話
す
る
隣
の
人
も
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
同
じ
話
題
で
異
な
る
景
色
が
見
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

「

異

な

る

景

色

」

第３師団ホームページでは、過去の「３師団だよ
り」や、開催予定のイベント紹介などを逐次更新して
います！
ツイッター、フェイスブックも更新しているので、是

非遊びに来てくださいね！

Ｈ Ｐ Twitter facebook

募集広報の一環として、近畿２府４県の自衛隊地方協力本部と連携して、
これから社会に羽ばたく若者に向けて、職業としての陸上自衛隊を紹介す
るものです。

http://www.town.sayo.lg.jp/

